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栃
木
県
知
事
表
彰

障
害
自
立
更
生
者

障
害
者
支
援
功
労
者

　
私
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
「
と
ち
ぎ
」
で
暮

ら
す
全
て
の
人
々
が
、一
人
ひ
と
り
自
立
し
、

お
互
い
に
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、

安
心
し
て
、
ま
た
、
誇
り
を
持
っ
て
住
み
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
、

　「
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
の
推
進
」、「
人
と
地
域
の
輪
を
広
げ
、

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
自
立
支
援
の
推
進
」、

「
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
推

進
」、「
障
害
者
の
自
立
支
援
と
社
会
参
加
の

促
進
」、「
共
同
募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
民
間
福
祉
活
動
へ
の
参
加
と
協
力
の
推

進
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
こ
に
集
う
私
た
ち
を
は
じ
め
、

本
県
の
福
祉
関
係
者
が
一
致
協
力
し
て
、
県

民
の
福
祉
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
一
層
深

め
、
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実

現
に
努
め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

栃
木
県
身
体
障
害
者
団
体

連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

第31回

栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

令
和
７
年
８
月
21
日
╱
宇
都
宮
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
以
上
、
障
害
者
関
係
の
受
賞
者
11
名
の

皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
民
福
祉
宣
言

石
　
﨑
　
　
　
勤

山
野
井
　
兵
　
助

筑
　
井
　
君
　
子

野
　
澤
　
ひ
ろ
子

二
本
栁
　
勝
　
夫

鷹
　
嘴
　
平
一
郎

自
立
更
生
者

宇
都
宮
市

宇
都
宮
市

小
　
口
　
　
　
守

梅
　
園
　
裕
　
之

宇
都
宮
市

栃
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市

栃
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市

栃
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市

栃

木

市

日

光

市

更
生
援
護
功
労
者

木
　
村
　
洋
　
子

松
　
本
　
良
　
一

和
　
田
　
光
　
穂

（
敬
称
略
）

栃

木

市

真

岡

市

真

岡

市

この機関紙は
赤い羽根共同募金配分金
により発行しています

身体に障害のある方の社会見学を実施します。
晴れた日には富士山を望める
「バスで行く清水港遊覧船と日本平夢テラス見学」

【実 施 日】令和 7年 10月 20日（月）
【出 発 地】とちぎ福祉プラザ
【出発時間】午前６時
【参 加 費】14,000 円（バス代、昼食代、乗船料他）
【申込締切】令和 7年 9月 30日（火）

●日本三大美港のひとつに数えられる風光明媚な清
水港の遊覧船を楽しみましょう。
　運が良ければ、清水港に棲みついている野生のイ
ルカに出会えるかもしれません。
●2018年にオープンした「日本平夢テラス」は、日
本平の歴史や文化を知ることができる展示スペー
スや360度の美しい眺望が楽しめる屋外展望回廊
があります。

肢体不自由者行動訓練事業参加者募集

令和７年７月31日以降、従来の健康保険証は新たに
発行されなくなり、マイナ保険証を基本とするしく
みに移行しています。
▶マイナ保険証をお持ちでない方には、申請によら
ず資格確認書が交付されます。
▶来年夏までの暫定措置として、75歳以上の後期高
齢者には、マイナ保険証の有無によらず全員に資格
確認書を交付することとしています。
▶74歳以下の方で、マイナ保険証をお使いいただく
のが難しい方（65歳以上の高齢者や障害者などの要
配慮者の方）の場合、加入している医療保険者に申
請をすれば資格確認書の交付を受けることができま
す。親族等の法廷代理人や介助者等による代理申請
も可能です。
……………………………………………………………
お手元の健康保険証の有効期限をご確認ください。
健康保険証の有効期限が切れたあとは、マイナ保険
証か資格確認書で医療機関・薬局にて受付をしてく
ださい。
……………………………………………………………

マイナンバー総合フリーダイヤル（厚生労働省）
０１２０―９５―０１７８

平　日：9時 30 分～ 20 時 00 分
土日祝：9時 30 分～ 17 時 30 分

健康保険証の切り替え

身体障害者手帳では割引とならないＪＲ線の特急券
など、「片道・往復・連続」で201㎞以上ご利用の場合
に割引となるミドルからシニアの方を対象とした購
入割引制度です。
ただし、新幹線の「のぞみ」や「みずほ」などの切符や
割引にならない期間があります。

栃木県公式ホームページにPDFファイルが
掲載されていますのでご活用ください。

「共同募金運動」の期間は例年10月1日～
3月31日としていますが、お近くの各市町
社会福祉協議会においても年間を通じて
募金を受け付けています。

問栃木県身体障害者福祉会連合会

加入資格 身体障害者手帳をお持ちの方
男性60歳以上、女性55歳以上

年 会 費

初回３回使用までは２割引
４回目以降は３割引になります。
入会申込書と身体障害者手帳のコピーは郵
送、年会費は銀行振込でお願いしています。
詳細はお問い合わせください。

１，４００円

更新申込

継続の方は引き続き３割引
お手続きは年会費のお振込のみで完了です。
住所や電話番号が変更の場合はご連絡くだ
さい。

新規申込

ＪＲジパング倶楽部特別会員

栃木県障害者福祉ガイド2025年度版

赤い羽根共同募金

検索栃木県障害者福祉ガイド

お申込み、詳細は当会までお問い合わせください。
（TEL）028-624-8408（FAX）028-624-8418
（E-mail）toti-sin@juno.ocn.ne.jp

〒320-8508 宇都宮市若草1-10-6

休業日／日曜日･月曜日･祝日

〒320-8508 宇都宮市若草1-10-6
（TEL）028-624-8408（FAX）028-624-8418

（E-mail）toti-sin@juno.ocn.ne.jp
休業日／日曜日･月曜日･祝日
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県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
福
祉
関
係
者
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表

し
、
参
加
者
が
自
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
よ
り
高
め
る
機
会
と
す
る
た
め
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
表
彰
対
象
者
の
参
加
を
も
っ
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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◆
講
演
Ⅰ

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
（
障
害
者
・
難
病
者
）
の

　
　
　
　
相
談
支
援
業
務
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
」

◆
講
　
師

　
　
　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
金
　
井
　
光
　
一
　
氏

◆
講
演
Ⅱ

　
「
み
ん
な
で
高
め
る
防
災
力

　
　
　
　
〜
高
齢
者
・
障
害
者
・
女
性
の
視
点
か
ら
〜
」

◆
講
　
師

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
防
災
士
会

　
　
　
　
　
　
　
副
理
事
長
　
伊
　
東
　
紀
　
枝
　
氏

令
和
７
年
度

日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会令

和
７
年
８
月
１
日

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

 

身
体
障
害
者
相
談
員
が
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る

身
体
障
害
者
の
相
談
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め

の
知
識
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
会
で
す
。
関
東
甲

信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
都
県
市
で
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
本
年
度
は
、
栃
木
県
の
当
団
体
が
主
管
と
な
り

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
至
ら
ぬ
点
が
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、
猛
暑
の

中
、
遠
方
よ
り
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
栃
木
県
の
参
加
者
よ
り
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
10
時
に
家
を
出
て
、
参
加
者
二
人
を
乗
せ
て
会
場

に
向
か
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
に
あ
る
ラ

イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
車

で
は
わ
か
り
ず
ら
か
っ
た
で
す
が
、
開
会
前
に
は
到

着
で
き
ま
し
た
。

　
栃
木
県
の
前
田
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
関
東

甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
種
村
会
長
、
障
害
福

祉
課
の
小
川
課
長
が
挨
拶
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
講
演
Ⅰ
の
金
井
講
師
は
、
北
海
道
札
幌
市
出
身
で

難
病
の
骨
形
成
不
全
症
で
あ
り
な
が
ら
、
大
学
院
ま

で
出
て
会
社
に
入
り
能
力
を
高
め
て
か
ら
、
有
限
会

社
を
作
り
、
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
立
と
、
自
分
た
ち
の
お
手
本
の
様

な
人
で
し
た
。

　
ま
た
、
仕
事
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
こ
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
の
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
相
談
員
支

援
員
の
事
な
ど
、
こ
れ
か
ら
ど
の
様
に
し
て
相
談
支

援
を
行
な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
地
域
共
生
社
会
と

向
き
合
う
た
め
に
対
応
で
き
る
福
祉
人
材
の
教
育
に

も
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
Ⅱ
で
は
、
栃
木
県
防
災
士
会
副
理
事
長
の
伊

東
講
師
か
ら
、
「
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
」
様
々
な
人
が
暮
ら
す
地
域
で
災
害
が
起
き
た

ら
、
何
が
で
き
、
ま
た
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が

ら
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
を
守
っ
て
い
け
る
か
な

ど
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
栃
木
市
で
は
相
談
員
制
度
が
な
く
な
り
、
市
役
所

の
福
祉
課
が
窓
口
に
な
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
の
活

動
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
都
合
の
つ
く
か
ぎ
り
研
修
会
に
は
参
加
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　
他
県
か
ら
も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

栃 

木 

市  

　
齋
　
藤
　
　
明

　
宇
都
宮
の
夏
は
、
毎
日
の
よ
う
に
夕
立
が
あ
り
、

以
前
か
ら
「
雷
都
」（
ら
い
と
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
の
地
の
人
々
は
、
時
と
し
て
災
害
を
招
く
こ
の
雷

雨
を
怖
が
り
な
が
ら
も
、
農
作
物
に
恵
み
を
も
た
ら

す
も
の
と
し
て
畏
敬
の
念
を
持
っ
て
い
る
。

　
２
年
前
に
開
業
し
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
名
称
宇
都
宮
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
）
は
、Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
と
芳
賀
町
の

工
業
団
地
を
結
ぶ
約
14
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
路
面
電
車

で
あ
る
。
名
称
の
中
の「
ラ
イ
ト
」は
、雷
都（
ラ
イ
ト
）

に
韻
を
踏
み
、
ま
た
、
ダ
ー
ク
グ
レ
ー
と
黄
色
２
色

の
ボ
デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
雷
雲
」
と
「
稲

妻
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
い
う
。

　
今
年
度
の
相
談
員
研
修
会
は
、
こ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
発

着
場
に
隣
接
す
る
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
を
会
場

と
し
て
行
わ
れ
た
。
私
は
、
栃
木
県
在
住
者
で
あ
る

が
、
今
だ
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
。
発
着

場
を
乗
り
降
り
す
る
人
の
姿
を
間
近
に
見
な
が
ら
会

場
に
向
か
っ
た
。

　
研
修
会
の
主
な
内
容
は
、
障
害
者
へ
の
就
労
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事

長
の
お
話
と
、
障
害
者
の
視
点
か
ら
み
た
防
災
に
つ

い
て
の
お
話
で
あ
っ
た
。

　
自
ら
も
障
害
者
で
あ
る
講
師
か
ら
、
施
設
利
用
者

や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
を
受
け
る
際
に
心
が
け
て
い

る
点
を
分
か
り
易
く
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
特
に
、

相
談
者
に
対
す
る
基
本
的
な
態
度
と
し
て
、
相
手
の

話
を
徹
底
的
に
傾
聴
し
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
の
上
で
、

問
題
解
決
に
向
け
て
「
手
を
引
っ
張
る
」
の
で
は
な

く
、
自
ら
が
動
き
出
す
よ
う
に
「
背
中
を
押
し
て
あ

げ
る
」
こ
と
が
大
事
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
私
は
、
ま
だ
相
談
員
と
し
て
の

経
験
が
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
相
談
業
務
に

限
ら
ず
、
日
ご
ろ
の
福
祉
会
活
動
の
中
で
仲
間
と
交

流
す
る
と
き
の
大
切
な
心
構
え
で
も
あ
る
、
な
ど
と

思
い
な
が
ら
拝
聴
し
て
い
た
。

　
次
に
、
障
害
者
の
防
災
に
関
し
て
、
温
暖
化
の
影

響
に
よ
る
様
々
な
災
害
が
全
国
各
地
に
多
発
し
て
い

る
現
状
で
は
、
も
は
や
安
全
な
場
所
な
ど
は
な
い
と

さ
え
言
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
災
害
と
な
れ
ば
、
私

た
ち
障
害
者
は
、
自
分
の
障
害
に
応
じ
た
防
災
用
品

も
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
避
難

し
た
と
し
て
も
、
災
害
当
初
は
周
り
の
援
助
を
期
待

で
き
な
い
と
思
う
べ
き
で
あ
る
。
日
ご
ろ
か
ら
居
住

す
る
地
域
の
自
治
会
や
防
災
会
な
ど
に
、
避
難
等
に

際
し
て
の
障
害
に
関
す
る
情
報
提
供
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
障
害
者
団
体

と
し
て
も
会
員
の
声
を
集
約
し
て
、
対
応
す
る
自
治

体
等
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

も
、
大
事
な
業
務
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
猛
暑
が
続
く
中
ご
講
義
を
い
た
だ
い
た

講
師
の
先
生
、
県
外
か
ら
お
こ
し
い
た
だ
い
た
仲
間

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
研
修
会
の
準
備
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

下 

野 

市 

　 

井
　
川
　
雄
　
二

　
今
日
も
日
本
や
他
国
の
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

る
。
冷
静
に
対
応
す
る
に
は
、
日
ご
ろ
の
準
備
が
欠

か
せ
な
い
と
は
思
い
乍
ら
も
、
３
・
11
の
映
像
に
自

然
の
恐
ろ
し
さ
、
悲
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。
感

染
症
の
拡
大
に
よ
る
避
難
所
へ
の
不
安
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
確
認
や
家
族
の
連
絡
ル
ー
ル
、
複
数
の
避

難
先
の
確
認
等
々
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
助
け
て
も
ら
う
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
た
。

　
資
料
で
配
布
さ
れ
た
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
と
ま
っ

て
も
、
備
え
が
あ
れ
ば
作
れ
る
レ
シ
ピ
集
」。
も
し

も
の
と
き
で
な
く
て
も
作
っ
て
み
よ
う
か
と
思
い
な

が
ら
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
た
。

　
講
演
Ⅱ
で
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
映
像
を
通
し
て
の

説
明
だ
っ
た
け
れ
ど
、
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
に

は
配
慮
が
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　
相
談
員
歴
は
長
い
け
れ
ど
、
実
際
に
相
談
を
受
け

る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
。
で
も
こ
の
よ
う
な
研
修

会
が
あ
る
の
は
有
難
い
こ
と
だ
と
思
う
。
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◆
講
演
Ⅰ

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
（
障
害
者
・
難
病
者
）
の

　
　
　
　
相
談
支
援
業
務
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
」

◆
講
　
師

　
　
　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
金
　
井
　
光
　
一
　
氏

◆
講
演
Ⅱ

　
「
み
ん
な
で
高
め
る
防
災
力

　
　
　
　
〜
高
齢
者
・
障
害
者
・
女
性
の
視
点
か
ら
〜
」

◆
講
　
師

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
防
災
士
会

　
　
　
　
　
　
　
副
理
事
長
　
伊
　
東
　
紀
　
枝
　
氏

令
和
７
年
度

日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会令

和
７
年
８
月
１
日

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

 

身
体
障
害
者
相
談
員
が
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る

身
体
障
害
者
の
相
談
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め

の
知
識
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
会
で
す
。
関
東
甲

信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
都
県
市
で
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
本
年
度
は
、
栃
木
県
の
当
団
体
が
主
管
と
な
り

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
至
ら
ぬ
点
が
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
が
、
猛
暑
の

中
、
遠
方
よ
り
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
栃
木
県
の
参
加
者
よ
り
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
10
時
に
家
を
出
て
、
参
加
者
二
人
を
乗
せ
て
会
場

に
向
か
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
に
あ
る
ラ

イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
車

で
は
わ
か
り
ず
ら
か
っ
た
で
す
が
、
開
会
前
に
は
到

着
で
き
ま
し
た
。

　
栃
木
県
の
前
田
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
関
東

甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
種
村
会
長
、
障
害
福

祉
課
の
小
川
課
長
が
挨
拶
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
講
演
Ⅰ
の
金
井
講
師
は
、
北
海
道
札
幌
市
出
身
で

難
病
の
骨
形
成
不
全
症
で
あ
り
な
が
ら
、
大
学
院
ま

で
出
て
会
社
に
入
り
能
力
を
高
め
て
か
ら
、
有
限
会

社
を
作
り
、
そ
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
立
と
、
自
分
た
ち
の
お
手
本
の
様

な
人
で
し
た
。

　
ま
た
、
仕
事
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
こ
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
の
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
相
談
員
支

援
員
の
事
な
ど
、
こ
れ
か
ら
ど
の
様
に
し
て
相
談
支

援
を
行
な
っ
て
い
く
の
か
、
ま
た
地
域
共
生
社
会
と

向
き
合
う
た
め
に
対
応
で
き
る
福
祉
人
材
の
教
育
に

も
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
Ⅱ
で
は
、
栃
木
県
防
災
士
会
副
理
事
長
の
伊

東
講
師
か
ら
、
「
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
」
様
々
な
人
が
暮
ら
す
地
域
で
災
害
が
起
き
た

ら
、
何
が
で
き
、
ま
た
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が

ら
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
を
守
っ
て
い
け
る
か
な

ど
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
栃
木
市
で
は
相
談
員
制
度
が
な
く
な
り
、
市
役
所

の
福
祉
課
が
窓
口
に
な
っ
た
の
で
、
自
分
た
ち
の
活

動
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
都
合
の
つ
く
か
ぎ
り
研
修
会
に
は
参
加
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。

　
他
県
か
ら
も
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

栃 

木 

市  

　
齋
　
藤
　
　
明

　
宇
都
宮
の
夏
は
、
毎
日
の
よ
う
に
夕
立
が
あ
り
、

以
前
か
ら
「
雷
都
」（
ら
い
と
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

こ
の
地
の
人
々
は
、
時
と
し
て
災
害
を
招
く
こ
の
雷

雨
を
怖
が
り
な
が
ら
も
、
農
作
物
に
恵
み
を
も
た
ら

す
も
の
と
し
て
畏
敬
の
念
を
持
っ
て
い
る
。

　
２
年
前
に
開
業
し
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
名
称
宇
都
宮
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
）
は
、Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口
と
芳
賀
町
の

工
業
団
地
を
結
ぶ
約
14
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
路
面
電
車

で
あ
る
。
名
称
の
中
の「
ラ
イ
ト
」は
、雷
都（
ラ
イ
ト
）

に
韻
を
踏
み
、
ま
た
、
ダ
ー
ク
グ
レ
ー
と
黄
色
２
色

の
ボ
デ
ィ
ー
カ
ラ
ー
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
雷
雲
」
と
「
稲

妻
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
と
い
う
。

　
今
年
度
の
相
談
員
研
修
会
は
、
こ
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
発

着
場
に
隣
接
す
る
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
を
会
場

と
し
て
行
わ
れ
た
。
私
は
、
栃
木
県
在
住
者
で
あ
る

が
、
今
だ
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
。
発
着

場
を
乗
り
降
り
す
る
人
の
姿
を
間
近
に
見
な
が
ら
会

場
に
向
か
っ
た
。

　
研
修
会
の
主
な
内
容
は
、
障
害
者
へ
の
就
労
支
援

事
業
を
行
っ
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
理
事

長
の
お
話
と
、
障
害
者
の
視
点
か
ら
み
た
防
災
に
つ

い
て
の
お
話
で
あ
っ
た
。

　
自
ら
も
障
害
者
で
あ
る
講
師
か
ら
、
施
設
利
用
者

や
そ
の
家
族
か
ら
相
談
を
受
け
る
際
に
心
が
け
て
い

る
点
を
分
か
り
易
く
お
話
し
い
た
だ
い
た
。
特
に
、

相
談
者
に
対
す
る
基
本
的
な
態
度
と
し
て
、
相
手
の

話
を
徹
底
的
に
傾
聴
し
寄
り
添
う
こ
と
、
そ
の
上
で
、

問
題
解
決
に
向
け
て
「
手
を
引
っ
張
る
」
の
で
は
な

く
、
自
ら
が
動
き
出
す
よ
う
に
「
背
中
を
押
し
て
あ

げ
る
」
こ
と
が
大
事
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
。
私
は
、
ま
だ
相
談
員
と
し
て
の

経
験
が
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
相
談
業
務
に

限
ら
ず
、
日
ご
ろ
の
福
祉
会
活
動
の
中
で
仲
間
と
交

流
す
る
と
き
の
大
切
な
心
構
え
で
も
あ
る
、
な
ど
と

思
い
な
が
ら
拝
聴
し
て
い
た
。

　
次
に
、
障
害
者
の
防
災
に
関
し
て
、
温
暖
化
の
影

響
に
よ
る
様
々
な
災
害
が
全
国
各
地
に
多
発
し
て
い

る
現
状
で
は
、
も
は
や
安
全
な
場
所
な
ど
は
な
い
と

さ
え
言
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
災
害
と
な
れ
ば
、
私

た
ち
障
害
者
は
、
自
分
の
障
害
に
応
じ
た
防
災
用
品

も
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
避
難

し
た
と
し
て
も
、
災
害
当
初
は
周
り
の
援
助
を
期
待

で
き
な
い
と
思
う
べ
き
で
あ
る
。
日
ご
ろ
か
ら
居
住

す
る
地
域
の
自
治
会
や
防
災
会
な
ど
に
、
避
難
等
に

際
し
て
の
障
害
に
関
す
る
情
報
提
供
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
障
害
者
団
体

と
し
て
も
会
員
の
声
を
集
約
し
て
、
対
応
す
る
自
治

体
等
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

も
、
大
事
な
業
務
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
猛
暑
が
続
く
中
ご
講
義
を
い
た
だ
い
た

講
師
の
先
生
、
県
外
か
ら
お
こ
し
い
た
だ
い
た
仲
間

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
研
修
会
の
準
備
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
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と
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。

　
講
演
Ⅱ
で
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の
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ど
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に
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受
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。
で
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まえ　　　  だ　　　  のり　　　たか

栃
木
県
知
事
表
彰

障
害
自
立
更
生
者

障
害
者
支
援
功
労
者

　
私
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
「
と
ち
ぎ
」
で
暮

ら
す
全
て
の
人
々
が
、一
人
ひ
と
り
自
立
し
、

お
互
い
に
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、

安
心
し
て
、
ま
た
、
誇
り
を
持
っ
て
住
み
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
、

　「
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
の
推
進
」、「
人
と
地
域
の
輪
を
広
げ
、

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
自
立
支
援
の
推
進
」、

「
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
推

進
」、「
障
害
者
の
自
立
支
援
と
社
会
参
加
の

促
進
」、「
共
同
募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
民
間
福
祉
活
動
へ
の
参
加
と
協
力
の
推

進
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
こ
に
集
う
私
た
ち
を
は
じ
め
、

本
県
の
福
祉
関
係
者
が
一
致
協
力
し
て
、
県

民
の
福
祉
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
一
層
深

め
、
と
も
に
生
き
る
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実

現
に
努
め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

栃
木
県
身
体
障
害
者
団
体

連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

第31回

栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

令
和
７
年
８
月
21
日
╱
宇
都
宮
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
以
上
、
障
害
者
関
係
の
受
賞
者
11
名
の

皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
民
福
祉
宣
言

石
　
﨑
　
　
　
勤

山
野
井
　
兵
　
助

筑
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この機関紙は
赤い羽根共同募金配分金
により発行しています

身体に障害のある方の社会見学を実施します。
晴れた日には富士山を望める
「バスで行く清水港遊覧船と日本平夢テラス見学」

【実 施 日】令和 7年 10月 20日（月）
【出 発 地】とちぎ福祉プラザ
【出発時間】午前６時
【参 加 費】14,000 円（バス代、昼食代、乗船料他）
【申込締切】令和 7年 9月 30日（火）

●日本三大美港のひとつに数えられる風光明媚な清
水港の遊覧船を楽しみましょう。
　運が良ければ、清水港に棲みついている野生のイ
ルカに出会えるかもしれません。
●2018年にオープンした「日本平夢テラス」は、日
本平の歴史や文化を知ることができる展示スペー
スや360度の美しい眺望が楽しめる屋外展望回廊
があります。

肢体不自由者行動訓練事業参加者募集

令和７年７月31日以降、従来の健康保険証は新たに
発行されなくなり、マイナ保険証を基本とするしく
みに移行しています。
▶マイナ保険証をお持ちでない方には、申請によら
ず資格確認書が交付されます。
▶来年夏までの暫定措置として、75歳以上の後期高
齢者には、マイナ保険証の有無によらず全員に資格
確認書を交付することとしています。
▶74歳以下の方で、マイナ保険証をお使いいただく
のが難しい方（65歳以上の高齢者や障害者などの要
配慮者の方）の場合、加入している医療保険者に申
請をすれば資格確認書の交付を受けることができま
す。親族等の法廷代理人や介助者等による代理申請
も可能です。
……………………………………………………………
お手元の健康保険証の有効期限をご確認ください。
健康保険証の有効期限が切れたあとは、マイナ保険
証か資格確認書で医療機関・薬局にて受付をしてく
ださい。
……………………………………………………………

マイナンバー総合フリーダイヤル（厚生労働省）
０１２０―９５―０１７８

平　日：9時 30 分～ 20 時 00 分
土日祝：9時 30 分～ 17 時 30 分

健康保険証の切り替え

身体障害者手帳では割引とならないＪＲ線の特急券
など、「片道・往復・連続」で201㎞以上ご利用の場合
に割引となるミドルからシニアの方を対象とした購
入割引制度です。
ただし、新幹線の「のぞみ」や「みずほ」などの切符や
割引にならない期間があります。

栃木県公式ホームページにPDFファイルが
掲載されていますのでご活用ください。

「共同募金運動」の期間は例年10月1日～
3月31日としていますが、お近くの各市町
社会福祉協議会においても年間を通じて
募金を受け付けています。

問栃木県身体障害者福祉会連合会

加入資格 身体障害者手帳をお持ちの方
男性60歳以上、女性55歳以上

年 会 費

初回３回使用までは２割引
４回目以降は３割引になります。
入会申込書と身体障害者手帳のコピーは郵
送、年会費は銀行振込でお願いしています。
詳細はお問い合わせください。

１，４００円

更新申込

継続の方は引き続き３割引
お手続きは年会費のお振込のみで完了です。
住所や電話番号が変更の場合はご連絡くだ
さい。

新規申込

ＪＲジパング倶楽部特別会員

栃木県障害者福祉ガイド2025年度版

赤い羽根共同募金

検索栃木県障害者福祉ガイド

お申込み、詳細は当会までお問い合わせください。
（TEL）028-624-8408（FAX）028-624-8418
（E-mail）toti-sin@juno.ocn.ne.jp

〒320-8508 宇都宮市若草1-10-6

休業日／日曜日･月曜日･祝日

〒320-8508 宇都宮市若草1-10-6
（TEL）028-624-8408（FAX）028-624-8418

（E-mail）toti-sin@juno.ocn.ne.jp
休業日／日曜日･月曜日･祝日
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県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
福
祉
関
係
者
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表

し
、
参
加
者
が
自
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
よ
り
高
め
る
機
会
と
す
る
た
め
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
表
彰
対
象
者
の
参
加
を
も
っ
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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